
■恩恵と犠牲■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 325号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：地主の学校・書籍化スタート 

 

皆さん、これまでお騒がせし続けてきた「地主の学校」ですが、ついに書籍化を決意し某社と契約いたしました。 

年内刊行を目指し、8月末の最終入稿に向け、再度読み直しに着手します。 

細かい顛末については、無事刊行できてからのご報告にしたいと思いますが、興味のある方はお便りください。 

ではでは！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：恩恵と犠牲 

 

東京オリンピック開催を 2週間後に控え、東京に 4度目の緊急事態宣言が発令される。 

3 度目の宣言解除からたったの 3週間ということで、鉄面皮で会見に臨む菅総理も、さすがに顔が引きつって見

える。 

その上記者たちの質問に答えようとせず、追加質問＝議論を拒絶する菅総理を見て、またまたまたまた、失望の

輪が広がっている。 

特に「今回の発令が最後の発令になるのかどうか、見解をお聞かせください」という問いに対し、「ワクチン接種

に期待したい」とはぐらかす。 

僕はこのやり取りを聞いて、「リーダー（目的と意思）不在」を痛切に感じた。 

・ 

恐らく彼は、緊急事態宣言など発令「したくない」のだろう。 

そしてもちろんオリンピックを中止「したくない」。 

だが、都議会選挙での自民党敗北を受け、秋までに行われる衆議院選挙に向けた打開策を講じなければならない。 

本当の目的が、衆議院選挙での自民党勝利である限り、それを妨げることはできるだけ「したくない」からだ。 



僕だって、そんな心情は容易に想像できるし、ある程度理解できる。 

たぶん、相手の身になって考えられることは、人間の大切な能力だし、思いやりとは、まさにこのことを言う。 

歯がゆいと思っていても、結局このウダウダ状態を容認看過してしまうのは、恩恵に対する反発と犠牲に対する

同情が重なり合ってしまうためかもしれない。 

・ 

だが、そう考えると、東京都の小池さん、担当大臣の丸川さん、JOC の橋本さん、そして IOC のバッハさんに

も、それぞれの目的と役割がある。 

そして、オリンピックに出資するテレビ局やスポンサー、報道する人たちやボランティアメンバーたち。 

極端に言えば、オリンピックに参加するアスリートはもちろんのこと、それを支える人たちやその活躍を見たい

と願うすべての人たちに、具体的な目的と役割がある。 

それなのに、オリンピックを成功させることを最優先に考える人が見当たらない。 

少なくとも、オリンピックの成功を最優先に考えるなら、どうするべきかという話は一向に聞こえてこない。 

・ 

そもそもオリンピックの成功とは何なのか。 

すべての関係者が恩恵を被ることか、それともすべての関係者が犠牲を払うべきものなのか。 

今回のオリパラが、新型コロナ感染拡大に配慮して前例のない延期となったのは、感染拡大を防ぐことがオリパ

ラよりも大切だったからなのか。 

僕にはそう思えない、「世界がコロナに打ち勝った祝宴としてのオリパラを目指したい」と、あの時言っていたで

はないか。 

なのに今、世界はそして日本は「コロナに打ち勝った」などと言えるのか。 

コロナ禍の中、無観客でもいいからオリパラを「開催したことにする」ことが、「打ち勝つ」ことだというのだろ

うか。 

世界がオリパラの延期を支持したのは、まさに「オリパラ開催よりコロナ克服を優先したこと」だったはず。 

・ 

オリパラが開催できるから世界が平和なのでなく、世界が平和だからオリパラが開催できる。 

つまり、世界平和を実証することこそが「オリパラの価値」だと、僕は今気が付いた。 

我々がいかなる犠牲も厭わず、そして大いなる恩恵を受けるべきものは、オリパラそのものでなく、コロナ克服

後の明るい世界を実現することだ。 

互いが相手の立場を忖度する前に、全ての人が共有すべき「本当の目的」を取り戻さない限り、今回のオリパラ

は歴史的珍事として恥ずかしいレガシーになるだろう。 

 

https://nanoni.co.jp/20210709/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 



△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）07/13 ■〇いづみ作業日 09-17時 

 09-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

 10-11時 △面談：谷貝さん（反町） 

   14-15時 △面談：穴田さん（反町） 

（水）07/14 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（木）07/15 ■〇◎笑恵館作業日 10-20時 

 10-12時 ■いづみ PJT会議（zoom） 

   12-14時 △面談：佃さん（笑恵館） 

 14-17時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）07/16 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（土）07/17 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）07/18 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（月）07/19 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 

■その後の予定 

07/20 10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

07/21 13-16時 △理知の杜評議員会（市ヶ谷） 

07/21 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/24 09-12時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

07/24 15-18時 ★いづみ PJTシンポジウム（反町） 

07/28 10-12時 ▲HFA定例理事会（渋谷） 

07/28 19-20時 ▲ワクチン接種２（某所） 

07/31 18-20時 △入居者食事会（笑恵館） 

08/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 8月例会（リモート） 

08/12 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

08/12 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

08/12 19-21時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

08/13 20-21時 ★カプラー起業交流会（リモート） 

08/19 13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

08/19 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 



 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


